
この資料は、審査資料として作成したものです。審議の過程で変更されうるものですので、取扱いにあたっては十分留意願います。 

 

 

１ 各制度の概要と関係 

地区計画を都市計画決定及び変更する際の、横浜市環境影響評価条例に基づ

く手続きに関する法令上の規定はありません。横浜市環境影響評価条例の対象

となる事業は、地区計画の決定内容にかかわらず、横浜市環境影響評価条例に

基づく手続きを行った上で必要な環境保全対策等を事業計画に反映させる必要

があります。 

 

【横浜市環境影響評価制度】 

環境面から事業者が自主管理を行うことにより、公害の発生の未然防止や良

好な環境の保全を図るため、事業が環境に及ぼす影響について調査・予測・

評価を行い、適切な環境保全対策等を検討し、事業計画に反映させる制度  
（環境影響評価の対象事業実施区域：方法書Ｐ４参照）  

【地区計画】 

地区の特性に応じて、地区の市街地像を定め、建物の制限等をきめ細かく定

める地区レベルの都市計画  
（地区計画の都市計画決定予定エリア：方法書Ｐ４参照） 

 

２ 東高島駅北地区におけるまちづくりの考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在は遊休化した運河が存在すると共に道路整備の遅れなどにより都市基

盤がぜい弱であり、効果的な面的整備を阻害しているため、不整形な水域を

埋め立てる必要があります。水域の埋立て（横浜市施行）及び土地区画整理

事業（組合施行）等により、都心臨海部にふさわしい都市機能の再編・集約

及び基盤整備を推進するとともに、民間開発等を適切に誘導し、良好な複合

市街地の形成を図ることをまちづくりの目標としています。 

 

 

 

 

 
 
３ 東高島駅北地区におけるまちづくりの進め方（予定） 

 

 

 

 
横浜市都市計画マスタープラン 

全体構想 
 

・都心・臨海周辺部に位置付け  
・居住機能の強化を図ることなどに

より、職住近接を実現  

横浜市都心臨海部再生 

マスタープラン 
 

・都心臨海部の一つに位置付け  
・機能配置のイメージ：研究・教育、

医療、健康及び居住  
・本地区の面的整備を主なプロジェ

クトの一つに位置付け  

東高島駅北地区まちづくりにおける環境影響評価と地区計画等の都市計画手続きとの関係について  

第９回環境影響評価審査会 

事 務 局 資 料 

平 成 2 8 年 ８ 月 ９ 日 

埋
立
願
書
出
願 

埋
立
免
許
取
得 

準
備
工
事
着
工 

基
盤
整
備
に
関
す
る 

都
市
計
画
の
手
続(

※
１)

 

都
市
計
画
審
議
会 

基
盤
整
備
に
関
す
る
都
市
計
画
の
告
示 

配
慮
書 

方
法
書 

組
合
設
立
認
可 

準
備
書 

工
事
着
工 

仮
換
地
指
定 

評
価
書 

横
浜
市
環
境
影
響

評
価
制
度 

土
地
区
画
整
理
事
業

(

基
盤
整
備)

 

事
後
調
査 

都
市
計
画 

埋
立 

(

土
地
造
成)

 
工
事
完
了 

 
土地利用に関する都市
計画の市素案の策定 
 
目 標 、 土 地 利 用 ・ 建 築
物整備・緑化等の方針、
地 区 施 設 （ 道 路 、 広 場
等 ）、 建 築 物 等 の 制 限
（用途、高さ、緑化率、
形態意匠等） 
 
※ 都 市 美 対 策 審 議 会 に

形 態 意 匠 制 限 の 内 容
について意見を聴く 
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(※1)基盤整備に関する都市計画：都市再開発の方針、用途地域等、臨港地区、土地区画整理事業、地区計画（基盤整備に関する

事項）、都市計画道路、下水道 

(※2)土地利用に関する都市計画：地区計画（建築物に関する事項等を追加） 
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環 境 影 響 評 価 で 都 市

計 画 に 関 係 す る 内 容

を必要に応じて反映 
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